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女 子 大 生 の 愁 訴 出 現 に 関与 す る 食生 活因 子 につ い て

聖 霊 女 子 短 大　 伊 藤 靖 子

食　　物

目 的　 心 身 の 愁 訴 出 現 は 生 活 の 不 規 則、 家 庭 機 能 の 衰 退、 食生 活な ど に主 要 な原 因 が あ

る と 報 告さ れ てい る 。 女 子大 生 に つ い て 、 心 身 の 不 調 と 生 活 状81  - 食 生 活 状況 と の 関 連を

検討 し たの で 報 告す る 。

方 法　 調 査 対 象 は 女 子短 大生688 名 、 調査 時 期 は1990 年12 月 、 ア ン ケ ート 方 式 で 自 己 記

入方 式 を 用い た。 心 身の 愁 訴に つ い て は 小 林 （ 和 洋 女 子 大 ） ら と 同じ も の を 使 用し た 。 肉

体 的、 精 神的 愁 訴 各24 項 目 を 例示 し 「 は い 」 「 い い え 」 の い ずれ か に 必 ず 返 答 さ せ た 。 食

生 活 状 況。 食 物 摂 取 頻 度 状況 に生 活状 況 を 加 え て 調 査 し た。

結 果　 有 効 回 収 数800   ( Is! 収 率87.5%  ） で あ る 。 肉 体的 愁 訴の 出 現 は 、 多 い 群（75 パ ー

セ ッ タ イ ル 値 以 上)    150 名,     'pな い 群（25 バ ー セン タ イル 値 以 下 ）145 名 で あ る 。 両 者 間 で

生 活状 況- 食 生 活 状 況 、 食 物 摂 取 頻 度 状 況 にお い て 有 意 差（X    検̂ 定 ） の 認 め ら れ たの は、

就寝 時 刻 、 テ レ ビ の 視 聴 時 間 、 朝 食 の 欠 食、 朝 食 時 の 食 欲、 外 食（夕 食 時) 、 偏食 、 夜 食 、

味 付け 、 食 事 の 量、 食後 の 満 服感 、 乳 製 品 、 海 草類, ア イ ス クリ ーム 、 清 涼 飲 料 類, 嗜 好

飲料 類 、 イン ス タン ト 食 品 類 で あ っ た。 精 神 的 愁 訴 の 出 現 は 多 い 群(  同)    155名,  少 な い

群（ 同)   133名 で あ る 。 両者 間 で 生 活状 況 、 食生 活 状 況. 食 物 摂 取 頻 度 状 況 にお い て 有 意

差（X   ^検 定 ） の 認 め ら れ た の は、 就 寝時 刻 、 テ レ ビ の 視 聴 時 間 、 運 動 、 朝 食 の 欠 食 、 朝

食 時 の 食 欲、 外 食（夕 食 時), 間 食、 夜 食、 味付 け 、 食 事の 量 、 食 後 の 満 服 感 、 淡 色 野 菜 類、

甘 い 菓 子 類 、 ア イ スク リ ーム 。 イ ン ス タ ント 食 品 類 であ っ た 。

C 22 貧血の主観的意識と客観的評価の相違

日本女子大家政　○杉山みち子、 今泉希美、 阿部恒男、 中谷林太郎

健康をどのように意識しているかを知ることは、 健康教育を進める上で重要である。 特
に近年、 ゛Quality of life ゛ が提唱され、 身体的に健康であるばかりでなく、 精神・心理

的に健康であることの意義が学問的にも検討さている。 重症な栄養素欠乏症の見られなく
なった近年においても、 鉄欠乏性貧血は、 思春期女性における最も典型的な栄養素欠乏状
態である。 この場合、 自分は貧血であると主観的に意識している人達が、 必ずしも客観的
に貧血と評価される状態ではない場合もある。 一方、 客観的に評価されて貧血の状態であ
っても、 その人本人は主観的に意識していない場合もある。 そこで、 このような貧血の状

態に対する主観的な意識と客観的な評価との相違について、 その人の心身の状況に対する
意識、 ならびに生活行動との関連から観察し、 評価した。
方法　　女子大学（ 東京都文京区）の学生（18-21 歳)  1858名にアンケート調査今ワ？ﾀ=･
また、 血液、 生化学的検査を実施した。 有効な解答を得た910人のうち、 血液・生化学的検
査から、 ヘモグロビン濃度が、12.0g/dl 未満で、 客観的に貧血であると評価された貧血群
（59 人）、 貧血と診断されなかったものの、 主観的に、 すなわち自覚的に貧血と意識して
いる自覚的貧血群(  102人）、 また、 客観的に貧血の評価を受けず、 主観的にも貧血を意識
していない正常群（749 人）に区分し、 評価した。
結a　　 自覚的貧血群はヽ 自己の半健康状態を意識しヽ 精神的愁訴は増大しだ､。芦弗m
は、 自己の健康状態の意識には、 正常群との差異はみられなかった。しかし、 身体的愁訴
は、 増大する傾向にあった。 さらに、 自覚的貧血群の生活行動は、 睡眠不足、 夜型の生活 ｀
パターン、 食事摂取の不規則が観察された。 以上の結果から、 貧血を主観的に意識してい
る人達には、 健康管理、 生活管理の側面から生活行動を改善する必要があると考えられる。
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